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論文の内容の要旨
(研究の目的と方法)
本研究は、それぞれのスポーツに固有で特異な f競技力Jの存在のしかたに着目して、バスケットボール
競技を原理論的に考究することを目的としている。また、先行研究の綿密な検討から、「競技力jについては、
これまで経験的レベルで、の把握に留まって何ら共通理解が得られるには至っておらず、理論レベルで「競技
力jを把握するには、方法として論理的一貫性を有する分析装置が不可欠で、あるとしている。そのため、本
研究では人間存在の多元性という特質に基づき、「競技力Jを「身体性J1知性J1感性jという三つの能力
からなる複合的構成体として把握し、「勝利を実現し達成するために不可欠な卓越性の追求にかかわる専門
知識としての能力のシステムjと規定した上で、スポーツへの構造論的アプローチ(スポーツ構造論)を援
用しつつ、「バスケットボール競技Jというスポーツ文化を体系的に究明しようとしている c
(論文構成と概要)
全体の構成は、序章:予備的考察(①問題の所在、②研究の方法、③本研究の課題)、第一章:競技力を
構成する契機としての身体性(序節、①個人における身体技法、②対人的な身体技法)、第二章:競技力を
構成する契機としての知性(序節、①ルールの改廃増補、②戦術行為の創案、③トレーニング法の開発)、
第三章:競技力を構成する契機としての感性(序節、①競技者における感性 テキストとしてのマイケル・
ジョーダン、②チームにおける感性 ゲーム・スタイルにみる「戦い方Jの是非、③コーチにおける感性
先導者としての美的・倫理的価値観)および結章:本研究のまとめと今後の展望、となっており、スポーツ
構造における身体的契機、知的契機、感性的契機それぞれに対応する構成が取られている。
本論第一章:1身体性Jでは、バスケットボールにおける「個人的身体技法Jおよび「対人的身体技法j
それぞれについて、「基膚的運動形態J1象徴的運動形態jを分析カテゴリーとしながら総体的に考察してい
る。「個人的身体技法Jにおける「基層的運動形式Jとしては、「オフェンスJ(1ボディ・コントロールJ1ボー
ル・ハンドリングJ)および「デイフェンスJ(1ボディ・コントロールJ)を、「象徴的運動形式Jとしては「シュー
トJを取り上げ、 f対人的身体技法jについては、「基層的運動形式Jとして個人およびグループにおける戦
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術行為を、「象徴的運動形式Jとしてチーム戦術を取り上げ、「精選構造化jという観点を踏まえつつ、こう
した身体技法が「疎外jという秩序を内在させた自立的な存在性を有するものであることを明らかにしてい
る。第二章では、対象化され成文化された「理論知Jというレベルにおいて、「ルールの改廃増補Jr戦術行
為の創案Jrトレーニング法の開発Jという 3点から、バスケットボールに関する特異な知的営為について
考察している。「ルールJについては「攻撃を強要するJ志向性によって顕現化する「技術Jゃ「戦術J、そ
れらが「おもしろさの保証Jとなるメカニズムについて考察し、「戦術」論では、「関係論的アプローチ」を
すべきであるとして「アウト・オブ・バウンズ・プレイJを分析している。また、「トレーニング法Jでは、
従来のトレーニング論を批判的に検討した上で、最終的に「最適なトレーニング・プログラムjを構成する
諸要素を例示している D 第三章では、バスケットボールにおける感性的契機を易IJ扶するため、その象徴的存
在といえるアメリカの NBAを分析対象とし、個人レベルとしてマイケル・ジョーダン、チームレベルとし
てシカゴ・ブルズ、先導者(コーチ)レベルしてフィル・ジャクソンを「典型例jとして取り上げ、関連す
る文献資料を分析することで、世界最高峰の NBAバスケットボールを支えている美的・倫理的価値観を明
らかにしている。
以上の考察を通して、バスケットボールにおける競技力の全体像は、身体的契機と知的契機との相互規定
性、およびそれを統御する感性的契機からなる「複合的構成体jであり、各契機が有機的に関連し合う関係
のネットワーク(システム)として存在していると結論づけているD
審査の結果の要旨
本研究は、スポーツ文化に特有の「競技力Jについて、特にアメリカにおいて代表的なメジャースポーヅ
となっているバスケットボールをとりあげ、スポーツ構造論に基づく「身体的契機Jr知的契機Jr感性的契
機Jそれぞれの分析視座から考察することで、その全体像を明らかにしたものである。方法論として特質す
べきは、一回性を本質とする実際のゲームを経験的手法によって分析するのではなく、バスケットボールと
いうスポーツ文化を構成する諸要素全体を視野に収めつつ、より本質的な契機を抽出した上でそれらを論理
的に再構成するという方略をとっていることである。こうした方法論を援用することで、バスケットボール
競技を原理論的、哲学的に把握する道が拓かれたと評価できる。また、本研究における方法論は、各スポー
ツ種目それぞれに援用しうる可能性を膝胎しており、その先駆的意義についても高く評価された。
平成 24年 1月 19日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出滞のもと論文について説明を求め、
関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。なお、学力の確認は、人
間総合科学研究科学位論文審査等実施細則第 11条を適用し免除とした口
よって、著者は博士(体育科学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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